


軽症 中等症 重症

足趾の屈曲 小趾球（小趾のつけ根）歩行 外側縁歩行

靴インサート

● 診 断
●以下の症状が認められた場合、成人期扁平足と診断されます。

●後脛骨筋腱に沿って内側のくるぶしの下が腫れ、痛みが生じる。

●立位を後ろからみた場合、足が扁平化しているため、かかとが
外を向いて、足の趾が何本かみえる。（右図）

●片脚でつま先立ちができない。

●重症度は、立位で体重をかけたときのＸ線像で変形の具合をみる。

●腱はX線像には写らないため、腫れの具合や断裂等をみるためには、MRI 検査を行う。

● 治 療
●治療方法

保存的治療
●薬物治療
　痛みが強い場合は、非ステロイド系消炎鎮痛薬の外用剤や経口剤を用います。 

●装具療法
　足の形に適した靴や、アーチ構造をサポートする足底挿板（靴の中敷き）を
装着した靴を履くようにします。

●運動療法
　足の趾の筋肉は、足アーチを支えるのに重要です。これらを鍛えることは予
防にもなります。ただし、痛みに応じて行いましょう。 

手術療法
●重症の場合は、骨・関節手術や腱移行術を行うことがあります。
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